
 

 

平成２８年２月１日 

国土交通省中部地方整備局 

中 部 運 輸 局 
 

 
 
 

 
 

 

概 要： 中部圏では、国・地方自治体・経済界等が連携し、2050 年を展望する中で、2027 年リ

ニア中央新幹線「東京・名古屋」間の開業を見据えた、今後概ね 10 ヶ年間における中部圏の

国土づくりの指針となる「新たな中部圏広域地方計画」、及びこれを踏まえた中部圏の将来像

実現のための社会資本整備に関わる、今後概ね 5 ヶ年間の具体的な計画となる「中部ブロッ

クにおける社会資本整備重点計画」の策定を進めているところです。 

今般、下記のとおり「中部圏広域地方計画協議会」及び「国土交通広域連携中部会議」を開

催して各々の計画原案をとりまとめ、今後のパブリックコメントなどを経て、計画決定を目指

します。 
 

日 時： 平成 28 年 2 月 8 日（月） 13：30 ～ 15：00 中部圏広域地方計画協議会 

                             （広域地方計画） 

                   15：10 ～ 16：10 国土交通広域連携中部会議 

                             （中部ブロックにおける社会資本整備重点計画） 
 

場 所： 名古屋逓信会館 4 階ユニオンホール（名古屋市西区牛島町 5－6） 
 

資 料：・各計画の策定経緯・スケジュール（資料 1） 

・広域地方計画と社会資本整備重点計画の関係（資料２） 

・「新たな中部圏広域地方計画」中間整理 要旨（資料３） 

・中部圏広域地方計画協議会構成員名簿（資料４） 

・国土交通広域連携中部会議構成員名簿（資料５） 

・会場案内図（資料６） 
 

配布先：中部地方整備局記者クラブ、東海交通研究会、名古屋港記者クラブ、長野県庁内会見場、岐阜

県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ、三重県政記者クラブ、三重第二県政記者クラブ、静岡

市政・経済記者会、浜松市政記者クラブ、名古屋市政記者クラブ 

 
〔問合せ先（広域地方計画）〕         〔問合せ先（中部ブロックにおける社会資本整備重点計画）〕

中部圏広域地方計画協議会 事務局        国土交通広域連携中部会議 事務局 

  国土交通省中部地方整備局           国土交通省中部地方整備局 

   企画部 事業調整官   松岡 敏郎      企画部 事業調整官   松岡 敏郎 

 TEL 052-953-8129           広域計画課長  竹下 康則 

   建政部 事業認定調整官 大仲 章雅           TEL 052-953-8129 

 TEL 052-953-8571 

  国土交通省中部運輸局 

   交通政策部 計画調整官 金子 靖志 

  TEL 052-952-8006 

中部圏広域地方計画協議会・国土交通広域連携中部会議を開催

～「新たな中部圏広域地方計画」「中部ブロックにおける社会資本整備重点計画」 

の策定に向け、計画原案をとりまとめ～ 
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中部圏広域地方計画協議会構成員名簿 

 

■協議会会長 ： 三田 敏雄 中部経済連合会会長 

 

■協議会構成機関 （構成員） 

○関係県及び関係指定都市 

富山県    富山県知事 

石川県    石川県知事 

福井県    福井県知事 

長野県    長野県知事 

岐阜県    岐阜県知事 

静岡県    静岡県知事 

愛知県    愛知県知事 

三重県    三重県知事 

滋賀県    滋賀県知事 

静岡市     静岡市長 

浜松市     浜松市長 

名古屋市   名古屋市長 

 

○国の関係各地方行政機関 

警察庁      関東管区警察局長、中部管区警察局長 

総務省      信越総合通信局長、東海総合通信局長 

財務省      関東財務局長、東海財務局長 

厚生労働省  関東信越厚生局長、東海北陸厚生局長 

農林水産省  関東農政局長、東海農政局長 

関東森林管理局長、中部森林管理局長、近畿中国森林管理局長 

経済産業省  関東経済産業局長、中部経済産業局長、近畿経済産業局長 

国土交通省  関東地方整備局長、北陸地方整備局長、中部地方整備局長、近畿地方整備局長 

北陸信越運輸局長、中部運輸局長 

東京航空局長、 大阪航空局長 

第三管区海上保安本部長、第四管区海上保安本部長、第九管区海上保安本部長 

環境省      関東地方環境事務所長、中部地方環境事務所長 

 

○経済界 

中部経済連合会会長 

東海商工会議所連合会会長 

長野県商工会議所連合会会長 

静岡県商工会議所連合会会長 

 

○市町村 

全国市長会  東海市長会会長 （伊東市長） 

全国町村会  東海四県町村会会長 （吉田町長（静岡県）） 

 

○オブザーバー 

神奈川県    神奈川県知事 

新潟県     新潟県知事 

山梨県     山梨県知事 

別紙２
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■国土交通広域連携中部会議 

【趣   意】 

中部地方の自立ある地域づくりを進めるためには、地域の将来像を国と地方が共有し

た上で、国と地方が連携して事業を決定・実施する方式を確立し、限られた予算の効

果を最大限発揮させることが必要である。 
このため、国と地方が広域視点に立った地方ブロックの将来ビジョン、国際化戦略、

観光・地域振興戦略、社会資本整備のあり方等について、国と地方公共団体、地元経

済界等が地方ブロック戦略について意見を交換し、それを共有することを目的として、

「国土交通広域連携中部会議」を設立するものとする。 

【構成メンバー】（順不同） 

本会議は、以下に示す者で構成するものとする。 

長野県  長野県知事 
岐阜県  岐阜県知事 
静岡県  静岡県知事 
愛知県  愛知県知事 
三重県  三重県知事 
名古屋市  名古屋市長 
静岡市  静岡市長 
浜松市  浜松市長 
経 済 界  (一社)中部経済連合会会長 

〃    東海商工会議所連合会会長 
〃    (一社)長野県商工会議所連合会会長 
〃    (一社)静岡商工会議所連合会会長 

総務省  東海総合通信局長 
農林水産省  東海農政局長 
経済産業省  中部経済産業局長 
国土交通省  中部地方整備局長 

〃    中部運輸局長 
〃    大阪航空局長 
〃   東京管区気象台長 
〃    第四管区海上保安本部長 

 〃  国土地理院中部地方測量部長（オブザーバー） 

 

中部ブロック社会資本整備重点計画の組織 

資料５



名古屋逓信会館位置図

中部圏広域地方計画協議会 ・ 国土交通広域連携会議

会場案内図

レセプションハウス　名古屋逓信会館　　　４F　ユニオンホール
（名古屋市西区牛島町５－６　　　TEL０５２－５５１－５１１１）
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名古屋逓信会館　　フロア図

１F ４F

EV

会場（ユニオンホール）

正面玄関
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